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① 循環系統 ② 都心直通系統 ③ フィーダー系統 ④ 駅間系統

都心部 都心部鉄道駅

鉄道駅

鉄道駅

鉄道駅



定 義路線形状【系統数】

起終点が同じ系統①循環系統【9系統】
起終点のいずれかが「仙台駅前」または
「交通局大学病院前」の系統(※①除く)

※仙台駅前を通る系統は、①を除き全て該当
②都心直通系統【135系統】

起終点のいずれかが鉄道駅の系統(※①・②除く)③フィーダー系統【77系統】

起終点のいずれも鉄道駅の系統(※①・②除く)④駅間系統【24系統】

①～④いずれにも該当しない系統⑤その他系統【15系統】



泉中央駅

旭ヶ丘駅

仙台駅

荒井駅

市営バス霞の目営業所

薬師堂駅



仙台駅・都心エリア



長町南駅

旭ヶ丘駅

泉中央駅

陸前高砂駅

薬師堂駅

台原駅
陸前落合駅

南仙台駅

荒井駅

愛子駅



八乙女駅

旭ヶ丘駅

台原駅

薬師堂駅 荒井駅

川内駅

八木山動物公園駅

長町南駅

泉中央駅

愛子駅 陸前落合駅

陸前高砂駅

小鶴新田駅

陸前原町駅

北仙台駅
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目的変数：
エリア内1店舗あたりの売上

●→売上の高いエリア
●→売上の低いエリア
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個々の系統に着目
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鉄道駅 鉄道駅
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バス路線

至仙台駅
鉄道







至都心部バス路線
鉄道路線

ハブ







バス路線A

バス路線B

バス路線C

バス路線

鉄道路線

利用の低いバス路線



 都心部と学校、施設等を効率よく結び、平均乗車密度が高い
ルート設定を行い、市バスの経営を支える「幹線」を確立

 運行の効率化に向け、地下鉄・JRとの接続や、バス路線同士
の役割分担を意識し、モビリティハブを通じたネットワークを
形成

 厳しい経営状況や運転士不足を踏まえ、利用の少ない路線
のうち、一定エリアの路線廃止も検討



①

②

①

②

いすゞ自動車㈱
「ERGA大型路線バス LV ノンステップ」カタログより引用







 「幹線」については、平日日中も高頻度かつパターンダイヤ等
の利便性の高いダイヤ設定を確保

 通学対策等の系統については、需要に応じた便数を確保した
うえで、実勢に合った定時性の高いダイヤ設定を確保

 上記を除く系統については、朝夕ラッシュとそれ以外の時間
帯との目安に応じ、便ごとの車内状況を考慮し、需給に応じ
た便数調整を実施
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１）利用状況や地域特性等を踏まえた
路線再編の検討・実施

２）路線バスの運行確保に係る支援策の検討

３）連節バス等を活用した効率的な
輸送サービスの検討
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